
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ウォークイン機構部を作動することにより、メモリー機構部及びロック部材を介して、シ
ート部の前後方向移動をロック及びアンロックするように 前記メモリー機構部を少な
くとも１枚の基板上に組み付けることによりユニット化 シートスライド装置

ことを特
徴と シートスライド装置。
【請求項２】
作動レバーの軸着用ピンは、アッパーレール側に前記作動レバーの位置を決めるつば部を
有していることを特徴とする 記載のシートスライド装置。
【請求項３】
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し、
した であって

、
前記基板のアッパーレール側に、ロック部材を作動する作動レバーを軸着すると共に、前
記基板のアッパーレール側で前記作動レバーの自由端側に、前記ロック部材のアンロック
状態を保持するメモリーブラケットを軸着し、さらに、前記作動レバーの自由端側と前記
メモリーブラケットの作動レバー側との重合部で、前記基板のアッパーレール側に、前記
作動レバーの自由端側を保持するメモリー保持ピンを、前記基板に設けたスライド孔と前
記メモリーブラケットに設けたスライド孔に挿通した状態で配置することによりメモリー
機構部をユニット化し、このユニット化されたメモリー機構部を前記作動レバーの軸着用
ピンと前記メモリーブラケットの軸着用ピンとをアッパーレールに固着することにより、
前記メモリー機構部を前記アッパーレールに取り付けることができるようにした

する

請求項１



メモリーブラケットの軸着用ピンは、アッパーレール側に前記メモリーブラケットの位置
を決めるつば部を有していることを特徴とする 記載のシートスライド装置。
【請求項４】

２枚の基板の間に、メモリー機構部の構成部材が配置可能な空間部を形成し、各基板の内
側に、ロック部材を作動する作動レバーを軸着すると共に、この作動レバーの自由端側に
前記ロック部材のアンロック状態を保持するメモリーブラケットを軸着し、さらに、前記
作動レバーの自由端側と前記メモリーブラケットの作動レバー側との重合部で、前記作動
レバーの自由端側を保持するメモリー保持ピンを、前記各基板に設けたスライド孔と前記
メモリーブラケットに設けたスライド孔に挿通した状態で配置することにより前記メモリ
ー機構部をユニット化し、前記各基板をアッパーレールに固着することにより、ユニット
化された前記メモリー機構部を前記アッパーレールに取り付けることができるようにした
ことを特徴と シートスライド装置。
【請求項５】
基板に設けられたスライド孔は作動レバー及びメモリーブラケットの軸着用ピンを結ぶ線
方向に形成され、メモリーブラケットに設けられたスライド孔は、前記メモリーブラケッ
トの時計方向の回動によりメモリー保持ピンをアンロック側に移動可能に傾斜されている
ことを特徴とする 又は 記載のシートスライド装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ウォークイン機構を有する車両用シートのシートスライド装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種のシートスライド装置においては、前後方向に傾動可能なシートバックを備えたシ
ート部が、フロア側に固定されたロアレールに摺動可能に嵌合されたアッパーレールに取
り付けられている。
【０００３】
そして、シートバックを前倒しすると、ウォークイン機構の作動によりシート部の前後方
向の移動を阻止しているロック部材のロックが解除され、すなわち、シート部がアンロッ
ク状態となり、シート部はばねの付勢力により前方向に移動するように構成されている。
【０００４】
また、このシート部が前方に移動した時点で、ロック部材がロック状態に復元するのを防
止するため、図１７に示す作動レバー２とメモリーブラケット３を備えたメモリー機構部
１が設けられている。
【０００５】
この作動レバー２は、軸着用ピン２ａによりアッパーレール４に軸着されていると共に、
アッパーレール４との間に装架された引張ばね５により時計方向に回動するように付勢さ
れている。
【０００６】
そして、シートバックを前倒しすると、ウォークイン機構の作動により作動レバー２が引
張ばね５のばね力に抗して反時計方向に回動してロック部材のロックピン６を下方に押圧
し、これによって、ロック部材によるシート部のロックが解除され、シート部の前後方向
の移動可能なアンロック状態になるように設定されている。
【０００７】
また、メモリーブラケット３は、軸着用ピン３ａによりアッパーレール４に軸着されてい
ると共に、アッパーレール４との間に装架された引張ばね７により反時計方向に回動する
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請求項１

ウォークイン機構部を作動することにより、メモリー機構部及びロック部材を介して、シ
ート部の前後方向移動をロック及びアンロックするようにし、前記メモリー機構部を少な
くとも１枚の基板上に組み付けることによりユニット化したシートスライド装置であって
、

する

請求項１ 請求項４



ように付勢されている。
【０００８】
そして、このメモリーブラケット３に設けられた傾斜したスライド孔３ｂとアッパーレー
ル４側に設けられた水平のスライド孔４ａに挿通されたメモリー保持ピン８と、作動レバ
ー２及びメモリーブラケット３との協働作用によりシート部を前方に移動させた位置から
所定の後方位置に移動させる間、ロック部材をロック解除状態、すなわちシート部をアン
ロック状態に保持できるように設定されている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述したシートスライド装置においては、作動レバー２及びメモリーブラケッ
ト３にそれぞれ組み付けられた各軸着用ピン２ａ，３ａをアッパーレール４にかしめ固着
するように構成されており、かしめ工程への移行時に部品の脱落事故等が発生することが
あり、組付性が悪いという問題があった。
【００１０】
この発明は、上述した問題を解決するためになされたもので、その目的とするところは、
組付性の向上を図ったシートスライド装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、この発明に係る請求項１のシートスライド装置では、ウォーク
イン機構部を作動することにより、メモリー機構部及びロック部材を介して、シート部の
前後方向移動をロック及びアンロックするように 前記メモリー機構部を少なくとも１
枚の基板上に組み付けることによりユニット化 シートスライド装置

ことを特徴とし
ている。
【００１３】
また、 のシートスライド装置では、作動レバーの軸着用ピンは、アッパーレール
側に前記作動レバーの位置を決めるつば部を有していることを特徴としている。
【００１４】
また、 のシートスライド装置では、メモリーブラケットの軸着用ピンは、アッパ
ーレール側に前記メモリーブラケットの位置を決めるつば部を有していることを特徴とし
ている。
【００１５】
また、 のシートスライド装置では、

２枚の基板の間に、メモリー機構部の構成
部材が配置可能な空間部を形成し、各基板の内側に、ロック部材を作動する作動レバーを
軸着すると共に、この作動レバーの自由端側に前記ロック部材のアンロック状態を保持す
るメモリーブラケットを軸着し、さらに、前記作動レバーの自由端側と前記メモリーブラ
ケットの作動レバー側との重合部で、前記作動レバーの自由端側を保持するメモリー保持
ピンを、前記各基板に設けたスライド孔と前記メモリーブラケットに設けたスライド孔に
挿通した状態で配置することにより前記メモリー機構部をユニット化し、前記各基板をア
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し、
した であって、前記基

板のアッパーレール側に、ロック部材を作動する作動レバーを軸着すると共に、前記基板
のアッパーレール側で前記作動レバーの自由端側に、前記ロック部材のアンロック状態を
保持するメモリーブラケットを軸着し、さらに、前記作動レバーの自由端側と前記メモリ
ーブラケットの作動レバー側との重合部で、前記基板のアッパーレール側に、前記作動レ
バーの自由端側を保持するメモリー保持ピンを、前記基板に設けたスライド孔と前記メモ
リーブラケットに設けたスライド孔に挿通した状態で配置することによりメモリー機構部
をユニット化し、このユニット化されたメモリー機構部を前記作動レバーの軸着用ピンと
前記メモリーブラケットの軸着用ピンとをアッパーレールに固着することにより、前記メ
モリー機構部を前記アッパーレールに取り付けることができるようにした

請求項２

請求項３

請求項４ ウォークイン機構部を作動することにより、
メモリー機構部及びロック部材を介して、シート部の前後方向移動をロック及びアンロッ
クするようにし、前記メモリー機構部を少なくとも１枚の基板上に組み付けることにより
ユニット化したシートスライド装置であって、



ッパーレールに固着することにより、ユニット化された前記メモリー機構部を前記アッパ
ーレールに取り付けることができるようにしたことを特徴としている。
【００１６】
また、 のシートスライド装置では、基板に設けられたスライド孔は作動レバー及
びメモリーブラケットの軸着用ピンを結ぶ線方向に形成され、メモリーブラケットに設け
られたスライド孔は、前記メモリーブラケットの時計方向の回動によりメモリー保持ピン
をアンロック側に移動可能に傾斜されていることを特徴としている。
【００１７】
そして、上述した本発明に係る のシートスライド装置によれば、ロ
ック部材を作動する作動レバー及びロック部材をアンロック状態に保持するメモリーブラ
ケットを各軸着用ピンにより基板に軸着し、また、作動レバーの自由端側を保持するメモ
リー保持ピンを基板及びメモリーブラケットにそれぞれ設けたスライド孔に挿通すること
により、メモリー機構部がユニット化され、このユニット化されたメモリー機構部をアッ
パーレールに取り付けるようになっているので、メモリー機構部の組付けを極めて容易に
行うことができ、組付性の大幅な向上を図ることができる。
【００１８】
また、 のシートスライド装置によれば、作動レバーの軸着用ピン及
びメモリーブラケットの軸着用ピンには、軸方向の位置を決めるつば部がそれぞれ形成さ
れているので、作動レバー及びメモリーブラケットの位置決めを容易に行うことができる
。
【００１９】
また、 のシートスライド装置によれば、作動レバーをロック及びアンロックする
メモリー保持ピンは、基板のスライド孔とメモリーブラケットのスライド孔との協働作用
によりロック側及びアンロック側に移動するようになっているので、作動レバーのロック
及びアンロックを簡易な構成により行うことができる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態を図１～図１６を参照して説明する。なお、図１～図１５は
第１の実施の形態のシートスライド装置、図１６は第２の実施の形態のシートスライド装
置を示している。
【００２１】
まず、図１～図１５を参照して第１の実施の形態を説明する。
【００２２】
図において、Ｅは車両用シートのシートスライド装置であり、ウォークイン機構部１０を
作動することにより、メモリー機構部２０及びロック部材３０を介してシート部４０の前
後方向移動をロック及びアンロックするようにしてあり、メモリー機構部２０を１枚の基
板２４上に組み付けることによりユニット化してある。
【００２３】
さらに、この第１の実施の形態の構成を詳細に説明する。
【００２４】
車体のフロア５０側には、前後方向に沿って延びる左右一対のロアレール５１（一方のみ
図示）が取り付けられており、このロアレール５１にアッパーレール５２が前後方向に沿
って移動可能に支持されている。このアッパーレール５２は、シート部４０のシートクッ
ション４１側に取り付けられており、これによって、シート部４０が前後方向に移動可能
となっている。尚、シート部４０は図示しないばねにより前方向に付勢されている。
【００２５】
ロアレール５１には、前後方向に沿って複数の係止切欠溝５１ａが等間隔に形成されてい
る。また、アッパーレール５２の前部側には、ロック部材としての板状のロック板３０の
基部が枢軸３１により軸着されており、このロック板３０の自由端側に、ロアレール５１
の係止切欠溝５１ａに係止可能な複数、例えば３個の係止凸部３０ａが形成されている。
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請求項５

請求項１及び請求項４

請求項２及び請求項３

請求項５



【００２６】
さらに、ロック板３０の中間部には、アッパーレール５２にロック板３０の枢軸３１を中
心として形成された円弧状の長孔５２ａに嵌挿するロックピン３２が植設されている。こ
のロックピン３２とアッパーレール５２に形成された係止孔５２ｂとの間には、引張ばね
３３が装架されており、この引張ばね３３によってロック板３０は反時計方向、すなわち
係止凸部３０ａがロアレール５１の係止切欠溝５１ａに係止する方向に回動するように付
勢されている。尚、ロックピン３２を設ける替わりにロック板３０の一部を折り曲げるよ
うにしてもよい。また、引張ばね３３の替わりにトーションばねを用いてもよい。
【００２７】
アッパーレール５２の後部側は、ベースプレート５３が固定されており、このベースプレ
ート５３に植設された枢軸５４には、図示しないリクライニング装置によって前後方向に
傾動可能なアーム５５を一体的に取り付けたアーム取付板５６が回動可能に支持されてい
る。このアーム取付板５６には、作動ピン５７が植設されており、アーム５５は、シート
部４０のシートバック４２側に取り付けられている。
【００２８】
メモリー機構部２０は、ロック板３０を作動する作動レバー２１と、ロック板３０をアン
ロック状態に保持するメモリーブラケット２２と、作動レバー２１の一方の自由端２１ａ
側を保持するメモリー保持ピン２３とを備えており、各構成部品は、１枚の基板２４上に
組み付けられ一体化されてアッパーレール５２に取り付けられている。
【００２９】
作動レバー２１は、くの字状に形成されており、基板２４のアッパーレール５２側に所定
の間隔をおいて軸着用ピン２５により軸着されている。この軸着用ピン２５には作動レバ
ー２１の位置を決めるつば部２５ａが形成されている。
【００３０】
また、軸着用ピン２５には、作動レバー２１と基板２４との間にねじりコイルばね２１ｃ
が巻装されており、このねじりコイルばね２１ｃの一端は作動レバー２１の縁部に、他端
は基板２４の縁を折り曲げて形成した係止部２４ａにそれぞれ係止されている。このねじ
りコイルばね２１ｃによって作動レバー２１は時計方向に回動するように付勢されている
。なお、ねじりコイルばね２１ｃのばね力は引張ばね３３のばね力より小さく設定されて
いる。
【００３１】
メモリーブラケット２２は、くの字状に形成されており、基板２４のアッパーレール５２
側で作動レバー２１の一方の自由端側に、基板２４と所定の間隔をおいて軸着用ピン２６
に軸着されている。この軸着用ピン２６は、アッパーレール５２側に、メモリーブラケッ
ト２２の位置を決めるつば部２６ａが形成されており、このつば部２６ａとメモリーブラ
ケット２２との間には、位置決めスペーサ２６ｂが介装されている。なお、スペーサ２６
ｂを介装する替わりに、メモリーブラケット２２にバーリング加工によりつば部を一体形
成してもよい。
【００３２】
また、軸着用ピン２６には、メモリーブラケット２２と基板２４との間にねじりコイルば
ね２２ｄが巻装されており、このねじりコイルばね２２ｄの一端はメモリーブラケット２
２の縁部に、他端は基板２４の縁を折り曲げて形成した係止部２４ｂにそれぞれ係止され
ている。このねじりコイルばね２２ｄによってメモリーブラケット２２は反時計方向に回
動するように付勢されている。なお、ねじりコイルばね２２ｄのばね力は、引張ばね３３
の引張ばねより小さく設定されている。
【００３３】
さらに、メモリーブラケット２２の一方の自由端側には、軸着用ピン２５，２６を結ぶ線
方向で基板２４に形成されたスライド孔２４ｃと傾斜して交差するスライド孔２２ｃが形
成されており、この各スライド孔２２ｃ，２４ｃに作動レバー２１の一方の自由端２１ａ
側を保持するメモリー保持ピン２３が摺動可能に挿通されている。
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【００３４】
そして、メモリーブラケット２２のスライド孔２２ｃは、メモリーブラケット２２の時計
方向の回動によりメモリー保持ピン２３がアンロック側に、すなわち、基板２４のスライ
ド孔２４ｃを左側に移動可能なように傾斜して形成されている。また、メモリー保持ピン
２３には、基板２４とメモリーブラケット２２の間にスライド孔２２ｃ，２４ｃより径大
のつば部が形成されている。
【００３５】
このメモリー保持ピン２３がスライド孔２４ｃの右側に移動すると、メモリー保持ピン２
３は作動レバー２１の一方の自由端２１ａの運動軌跡内に進入して当接するようになって
いる。この作動レバー２１の一方の自由端２１ａは、その上面がスライド孔２４ｃに直交
してメモリー保持ピン２３に当接し、その下面は、スライド孔２４ｃに傾斜してメモリー
保持ピン２３に当接するようになっている。すなわち、作動レバー２１が時計方向に回動
しようとした際には、メモリー保持ピン２３がその回動を阻止し、作動レバー２１が反時
計方向に回動した際には、自由端２１ａの下面がメモリー保持ピン２３を左側に移動させ
て、回動を継続するようになっている。
【００３６】
上述したように、基板２４に、作動レバー２１及びメモリーブラケット２２を各軸着用ピ
ン２５，２６でそれぞれ軸着すると共に、各軸着用ピン２５，２６にねじりコイルばね２
１ｃ，２２ｄをそれぞれ取り付け、さらに、基板２４及びメモリーブラケット２２の各ス
ライド孔２２ｃ，２４ｃにメモリー保持ピン２３を挿通することにより、メモリー機構部
２０は、図１に示すように一体化され、この一体化されたメモリー機構部２０を、図３に
示すように、作動レバー２１の軸着用ピン２５とメモリーブラケット２２の軸着用ピン２
６とをアッパーレール５２にかしめ固着することにより、メモリー機構部２０をアッパー
レール５２に取り付けることができる。
【００３７】
また、ロアレール５１上面には、メモリーロック解除部材５８が取り付けられており、こ
のメモリーロック解除部材５８に、シートバック４２を前倒しして前方に移動したシート
部４０が所定の後方位置に移動した際、メモリーブラケット２２の他方の自由端２２ｂが
当接するように設定されており、これによって、メモリーブラケット２２が時計方向に回
動し、メモリー保持ピン２３が作動レバー２１の一方の自由端２１ａの運動軌跡外に退避
するよう基板２４のスライド孔２４ｃ内を左側に移動し、作動レバー２１のロックを解除
するようになっている。
【００３８】
ウォークイン機構１０を構成するウォークインレバー１１は、基部を枢軸５４に軸着して
おり、一方の自由端１１ａには連結ロッド１２の一端が連結枢支されている。この連結ロ
ッド１２の他端は、作動レバー２１の他方の自由端２１ｂに連結枢支されている。
【００３９】
つぎに、この発明の第１の実施の形態の作用を説明する。
【００４０】
まず、図４に示すように、シートスライド装置Ｅがシート部４０のニュートラル位置より
前方でロックされている場合について説明する。この場合には、ロック板３０の係止凸部
３０ａが引張ばね３３のばね力でロアレール５１の係止切欠部５１ａに圧接係止しており
、これによってシート部４０の前後方向の移動が阻止されている。
【００４１】
また、メモリーブラケット２２の他方の自由端２２ｂは、ねじりコイルばね２２ｄのばね
力によってメモリーロック解除部材５８と係合可能な位置にあり、メモリー保持ピン２３
は基板２４のスライド孔２４ｃの右端に当接して作動レバー２１の一方の自由端２１ａの
運動軌跡内に位置している。
【００４２】
さらに、作動レバー２１には、ロックピン３２が引張ばね３３のばね力より圧接しており
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、その一方の自由端２１ａはメモリー保持ピン２３の上方に位置している。
【００４３】
この図４に示す状態から図５に示すように、シートバック４２を前倒しさせると、作動ピ
ン５７を介してウォークインレバー１１が反時計方向に回動し、連結ロッド１２が矢印Ａ
方向に引張られ、作動レバー２１が反時計方向に回動し、ロックピン３２を押し下げる。
これによって、ロック板３０が時計方向に回動し、その係止凸部３０ａとロアレール５１
の係止切欠溝５１ａとの係止が解かれる。すなわち、シートスライド装置Ｅはロックオフ
状態になる。
【００４４】
また、メモリー保持ピン２３は、作動レバー２１の一方の自由端２１ａにより押圧されて
スライド孔２４ｃ内を左方向に移動し、これに伴ってメモリーブラケット２２は時計方向
にする。
【００４５】
この図５に示す状態から、さらにシートバック４２が前倒しされると、図６に示すように
、作動レバー２１はメモリー保持ピン２３の位置を通過し、メモリーブラケット２２はね
じりコイルばね２２ｄのばね力より反時計方向に回動し、メモリー保持ピン２３がスライ
ド孔２２ｂの最右端位置に移動し、このメモリー保持ピン２３は作動レバー２１の一方の
自由端２１ａとの当接可能位置に移動することになる。
【００４６】
シートスライド装置Ｅがロックオフ状態になると、図７に示すように、シート部４０が最
前進位置まで移動することになる。
【００４７】
この図７に示す状態から、図８に示すように、シートバック４２を起立させると、作動レ
バー２１は引張ばね３３及びねじりコイルばね２１ｃのばね力により時計方向に回動し、
その一方の自由端２１ａがメモリー保持ピン２３に圧接係合する。この状態では、ロック
板３０の係止凸部３０ａは、ロアレール５１の係止切欠溝５１ａから離脱しているので、
シートスライド装置Ｅがロックオフ状態に保持される。
【００４８】
この図８に示す状態から図９に示すように、シート部４０を再びニュートラル位置付近ま
で後退させると、メモリーブラケット２２の他方の自由端２２ｂがロック解除部材５８の
左端面に当接して時計方向に回動し、これに伴ってメモリー保持ピン２３がスライド孔２
４ｃ内を左方向に移動し、これによってメモリー保持ピン２３と作動レバー２１の一方の
自由端２１ａとの係合が解かれ、シート部４０のニュートラル位置においてシートスライ
ド装置Ｅがロック状態に復帰する。
【００４９】
上述したように、シートバック４２を前倒しにしてシート部４０を前方に移動させた状態
でシートバック４２を起立させてもシートスライド装置Ｅをロック解除状態に保持するこ
とができるので、シート部４０の移動を容易に行うことができる。
【００５０】
つぎに、図１０に示すように、シートスライド装置Ｅがシート部４０のニュートラル位置
より後方でロックされている場合について説明する。この場合には、図４に示した場合と
同様ロック板３０の係止凸部３０ａとロアレール５１の係止切欠溝５１ａとの係止により
、シート部４０の前後方向の移動が阻止されている。
【００５１】
また、メモリーブラケット２２の他方の自由端２２ｂは、ねじりコイルばね２２ｄのばね
力によってメモリーロック解除部材５８の上面に圧接係合しており、メモリー保持ピン２
３は基板２４のスライド孔２４ｃの左端に当接している。さらに、作動レバー２１の一方
の自由端２１ａは、メモリー保持ピン２３の上方からずれて位置している。
【００５２】
この図１０に示す状態から、図１１に示すように、シートバック４２を前倒しさせると、
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図５に示した場合と同様、シートスライド装置Ｅがロックオフ状態になるが、この時メモ
リー保持ピン２３は左側に移動しているので、作動レバー２１の一方の自由端２１ａはメ
モリー保持ピン２３に当接することなく回動し、メモリー保持ピン２３は左側に保持され
る。
【００５３】
この図１１に示す状態から、さらに、シートバック４２が前倒しされると図１２に示すよ
うに、作動レバー２１の一方の自由端２１ａがメモリー保持ピン２３の下方に移動する。
尚、この状態でシートバック４２を起こせば、作動レバー２１の一方の自由端２１ａはメ
モリー保持ピン２３に当接することなく時計方向に回動し、シートスライド装置Ｅは図１
０に示すロック状態になる。
【００５４】
シートスライド装置Ｅがロックオフ状態になると、シート部４０が前進し、図１３に示す
位置まで前進すると、メモリーブラケット２２の他方の自由端２２ｂとメモリーロック解
除部材５８上面との係合が解かれ、同時にメモリーブラケット２２が反時計方向に回動し
、これによって、メモリー保持ピン２３はスライド孔２４ｃの右端に当接する位置まで移
動する。
【００５５】
図１４は、図１３に示す状態から、シート部４０が最前進位置まで移動した状態を示して
おり、このシート部４０の最前進位置からシートバック４２を起立させることなく図１５
に示すように、シート部４０をニュートラル位置付近まで後退させると、メモリーブラケ
ット２２の他方の自由端２２ｂがメモリーロック解除部材５８の左端面に当接し、さらに
、メモリーロック解除部材５８の上面に当接するようになり、これに伴ってメモリーブラ
ケット２２が時計方向に回動し、メモリー保持ピン２３がスライド孔２４ｃの左端に当接
する位置まで移動する。そして、この位置でシートバック４２を起立させると、作動レバ
ー２１の一方の自由端２１ａはメモリー保持ピン２３と係合することなく時計方向に回動
すると共に、ロックピン３２が上昇し、ロック板３０の係止凸部３０ａがロアレール５１
の係止切欠溝５１ａに係止され、シートスライド装置Ｅはロック状態になる。
【００５６】
上述したこの発明に係る第１の実施の形態によれば、ロック板３０を作動する作動レバー
２１及びロック板３０をアンロック状態に保持するメモリーブラケット２２を各軸着用ピ
ン２５，２６により基板２４に軸着し、また作動レバー２１の自由端２１ａ側を保持する
メモリー保持ピン２３を基板２４に取り付けることにより、メモリー機構部２０が一体化
され、この一体化されたメモリー機構部２０をアッパーレール５２に取り付けるようにな
っているので、メモリー機構部２０の組付けを極めて容易に行うことができ、組付性の大
幅な向上を図ることができる。
【００５７】
また、作動レバー２１の軸着用ピン２５及びメモリーブラケット２２の軸着用ピン２６に
は、軸方向の位置を決めるつば部２５ａ，２６ａがそれぞれ形成されているので、作動レ
バー２１及びメモリーブラケット２２の位置決めを容易に行うことができる。
【００５８】
さらに、作動レバー２１をロック及びアンロックするメモリー保持ピン２３は、基板２４
及びメモリーブラケット２２にそれぞれ設けられたスライド孔２２ｃ，２４ｃの協働作用
により作動レバー２１のロック側及びアンロック側に移動するようになっているので、簡
単な構成により作動レバー２１をロック及びアンロックすることができる。
【００５９】
図１６は、この発明に係る第２の実施の形態の図３に相当する説明図である。ただし、第
１の実施の形態と同一又は同等の要素には同一の符号を付し、その説明を簡略化する。
【００６０】
この第２の実施の形態では、２枚の基板２７，２８の間にメモリー機構部２０の構成部材
が配置可能な空間２０ａを形成し、各基板２７，２８の内側に、作動レバー２１を軸着用
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ピン２５により軸着すると共に、メモリーブラケット２２を軸着用ピン２６により軸着し
、さらに、メモリー保持ピン２３を各基板２７，２８に設けたスライド孔２７ａ，２８ａ
とメモリーブラケット２２に設けたスライド孔２２ｃに挿通した状態で配置することによ
りメモリー機構部２０をユニット化し、基板２７，２８をアッパーレール５２に固着する
ことにより、ユニット化されたメモリー機構部２０をアッパーレール５２に取り付けるこ
とができるようにしてある。
【００６１】
さらに、この第２の実施の形態の構成を詳細に説明する。
【００６２】
基板２７，２８には、軸着用ピン２５の両端に形成した小径部２５ｃを支持するための軸
受部２７ｂ，２８ｂ及び軸着用ピン２６の両端に形成した小径部２６ｃを支持するための
軸受部２７ｃ，２８ｃがバーリング加工によりそれぞれ形成されている。また、基板２８
とメモリーブラケット２２との間の軸着用ピン２６には、スペーサ２６ｂが介装されてい
る。また、基板２７には、ねじりコイルばね２１ｃを係止するための係止部２７ｅ及びね
じりコイルばね２２ｄを係止するための係止部２７ｆが形成されている。
【００６３】
さらに、基板２７，２８には、取付部２７ｄ，２８ｄがそれぞれ形成されており、この取
付部２７ｄ，２８ｄを重合してアッパーレール３２にかしめピン２０ｂで固着することに
より、メモリー機構部２０はアッパーレール５２に取り付けられている。
【００６４】
その他の構成及び作用は、第１の実施の形態に示すものと同様であり、その説明は省略す
る。
【００６５】
【発明の効果】
上述した通り、この発明に係る のシートスライド装置によれば、ロ
ック部材を作動する作動レバー及びロック部材をアンロック状態に保持するメモリーブラ
ケットを各軸着用ピンにより基板に軸着し、また、作動レバーの自由端側を保持するメモ
リー保持ピンを基板及びメモリーブラケットにそれぞれ設けたスライド孔に挿通すること
により、メモリー機構部がユニット化され、このユニット化されたメモリー機構部をアッ
パーレールに取り付けるようになっているので、メモリー機構部の組付けを極めて容易に
行うことができ、組付性の大幅な向上を図ることができる。
【００６６】
また、 のシートスライド装置によれば、作動レバーの軸着用ピン及
びメモリーブラケットの軸着用ピンには、軸方向の位置を決めるつば部がそれぞれ形成さ
れているので、作動レバー及びメモリーブラケットの位置決めを容易に行うことができる
。
【００６７】
また、 のシートスライド装置によれば、作動レバーをロック及びアンロックする
メモリー保持ピンは、基板のスライド孔とメモリーブラケットのスライド孔との協働作用
によりロック側及びアンロック側に移動するようになっているので、作動レバーのロック
及びアンロックを簡易な構成により行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施の形態のシートスライド装置のメモリー機構部の正面視説
明図。
【図２】同シートスライド装置のメモリー機構部の平面視説明図。
【図３】同シートスライド装置のメモリー機構部をアッパーレールに取り付けた状態を示
す平面視説明図。
【図４】同シートスライド装置の動作説明図。
【図５】同シートスライド装置の動作説明図。
【図６】同シートスライド装置の動作説明図。
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【図７】同シートスライド装置の動作説明図。
【図８】同シートスライド装置の動作説明図。
【図９】同シートスライド装置の動作説明図。
【図１０】同シートスライド装置の動作説明図。
【図１１】同シートスライド装置の動作説明図。
【図１２】同シートスライド装置の動作説明図。
【図１３】同シートスライド装置の動作説明図。
【図１４】同シートスライド装置の動作説明図。
【図１５】同シートスライド装置の動作説明図。
【図１６】この発明に係る第２の実施の形態のシートスライド装置の図３に相当する平面
視説明図。
【図１７】従来例に係るシートスライド装置のメモリー機構部の正面視説明図。
【符号の説明】
１０　ウォークイン機構部
２０　メモリー機構部
２０ａ　空間部
２１　作動レバー
２２　メモリーブラケット
２２ｃ　スライド孔
２３　メモリー保持ピン
２４　基板
２４ｃ　スライド孔
２５　軸着用ピン
２５ａ　つば部
２６　軸着用ピン
２６ａ　つば部
２６ｂ　スペーサ
２７　基板
２７ａ　スライド孔
２８　基板
２８ａ　スライド孔
３０　ロック部材（ロック板）
４０　シート部
５２　アッパーレール
Ｅ　シートスライド装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】
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